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● 意見４ （検討事項２についての意見） 

「令和7年1月から令和10年3月までの接続料算定方法として第9次IP-LRICモデルの適用に当たり実際に

設置されている回線種別（メタル回線）に基づき接続料を算定することが妥当であるとの（略）考え方に鑑み

れば、令和６年度第４四半期の補填額算定についても同様に、実際に設置されている回線種別（メタル回線）

に基づくことが妥当である」（P6）とされているのは、現時点で最新の接続料算定方法においてメタル回線に

基づく算定を行うこととされているためと認識しております。 

他方、PSTNマイグレーションによるIP網への移行も完了したことから、「現時点で最も低廉で効率的な設備

と技術によりネットワークの構築や運営を仮想して費用を算定する方式」（第82回長期増分費用モデル研究

会（令和６年11月6日）資料１「令和７年度接続料算定に用いる入力値の見直し」P8）という長期増分費用モデ

ルの定義に適う新たなモデルが必要であると思料します。 

そのため、接続料の算定等に関する研究会等において速やかに本件を議論して頂きたいと存じます。 

【楽天モバイル株式会社】 

（意見４に対する考え方） 

御意見のあった接続料の算定については、本意見募集の対象

ではありません。 

なお、IP網への移行後（令和７年１月以降）の音声接続料の在

り方については、総務省から諮問がなされ（令和５年10月２日付

諮問第1237号）、既に当審議会から答申をしています（「IP網へ

の移行後の音声接続料の在り方」令和６年６月17日情報通信審

議会電気通信事業政策部会答申）。 

無 

 

（以上）   


